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研究要旨 

平成 28年の遅発性内リンパ水腫の疫学調査では、患者は 46例で同側型が 61%、対側型は 39%で

あった。平成 28年度のメニエール病の疫学調査では、新規発症確実例は計 140例であった。メニエ

ール病の有病率は人口 10万人対 74人（本邦患者数推定 9万 4千人）と推定され、性差は女性優位、

高齢新規発症患者の増加傾向が確認された。 
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A．研究目的 
これまで厚生労働省前庭機能異常調査研究
班の班員が行ってきた疫学調査は、メニエー
ル病および遅発性内リンパ水腫の疫学的・臨
床的特徴の推移を明らかにしてきた。本研究
では、両疾患の難病性の実態を明らかとする
ため、厚生労働省科学研究費補助金（難治性
疾患政策研究事業）難治性めまい疾患に関す
る調査研究班の班員により疫学調査を行った。
さらに、メニエール病の有病率、罹患率を推
定するために比較的受療圏が限定された特定
地区（新潟県糸魚川市）でのメニエール病の
患者調査を行った。 
 
B．研究方法 
メニエール病および遅発性内リンパ水腫患
者調査では、平成 28年 1月１日から平成 28
年 12月 31日までに班員の医療機関を受診し
たメニエール病確実例および遅発性内リンパ
水腫患者を対象とした。メニエール病につい
ては新規発症患者を対象とし、患者調査には
マイクロソフトエクセルの調査ファイルを用
いた。調査項目は、性別、患側、年齢に加え
て、家族歴を調査した。遅発性内リンパ水腫
では、同側型および対側型遅発性内リンパ水
腫を対象として、患者調査にはファイルメー
カープロの患者登録レジストリを新たに作成
した。調査項目としては、性別、患側、年齢、
先行する高度難聴の原因、発症までの期間、
純音聴力検査結果に加えて厚生労働省特定疾
患前庭機能異常調査分科会(1999)によるメニ
エール病の重症度分類に従って重症度分類に

関する事項とした。メニエール病の地区調査
では、新潟県糸魚川市対象として、平成 28
年 1月１日から 12月 28日までに糸魚川市で
は唯一の耳鼻咽喉科開設医療機関である糸魚
川総合病院耳鼻咽喉科を受診したメニエール
病確実例を診療録から調査した。 
（倫理面への配慮） 
疫学調査については、倫理委員会の承認を
得て行った。年齢と性別を除く患者の個人情
報は抽出せず、診療情報は匿名化を行った。 
 
C．研究結果 
遅発性内リンパ水腫患者の疫学調査では、
平成 28年の遅発性内リンパ水腫患者は 46例
で同側型が 61%、対側型は 39%であった。男
性患者は 44％、女性患者は 54％、高度難聴
の原因は、原因不明の若年性一側聾、突発性
難聴、ムンプス難聴の順であった。 
メニエール病患者の疫学調査では、平成 28
年の新規発症メニエール病確実例は計 140例
であった。男性患者は 39％、女性患者は 61％、
両側化率は 5%であった。発症年齢のピーク
は 40 才台～60 才台で 60才以上は 31％であ
った。家族歴があったのは 4%であった。 
糸魚川市の疫学調査で、平成 28 年にメニ
エール病確実例で糸魚川総合病院を受診、治
療をした患者は 15 人であり、有病率は人口
10 万人対 33.7 人と算出された。新規発症患
者は 0人であった。 
 
D．考察 
遅発性内リンパ水腫患者調査では、病型や
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性差の特徴は前庭機能異常調査研究班の調査
結果と同様であった。先行する高度難聴の原
因では原因不明の若年性一側聾が過去の調査
に比べ減少しており、昨年の調査では突発性
難聴よりも少なかったが、今回は先行する高
度難聴の原因疾患として最多であった。今後
も、原因疾患に変化が現れるかどうか推移を
見極める必要がある。地区調査の結果からメ
ニエール病の有病率が算出され、本邦のメニ
エール病有病者数は 42723 人と推定（平成
28 年 10 月１日人口推計結果の概要 統計表
より計算）された。 
メニエール病確実例新規発生患者の班員施
設調査では、①女性患者数は全体の約 6 割、
②両側化率は全体の 5%、③60 歳以上の高齢
者は 3割であった。今回の調査では、両側化
の比率が平成 13 年以降に行われた前庭機能
異常調査研究班の疫学調査に比べて低率であ
った。一方、女性患者優位化、高齢新規発症
患者割合増加傾向は前庭機能異常調査研究班
の調査結果と類似であった。家族歴について
は 140人中 5人であった。昨年度の前回調査
では 218人中 2人であり、合計すると全体の
2%であった。 
 
E．結論 
今回、厚生労働省科学研究費補助金（難治
性疾患政策研究事業）難治性めまい疾患に関
する調査研究班の班員による疫学調査により、
遅発性内リンパ水腫の先行する高度難聴の原
因で原因不明の若年性一側聾の割合が過去の

調査より減っていることが明らかとなった。 
メニエール病の両側例は 5%であった。メ
ニエール病の有病率はそれぞれ人口 10 万人
対 34 人と推定され、昨年調査と同様であっ
た。 
 
1）糸魚川市人口及び世帯表 

http://www.city.itoigawa.lg.jp/secure/54
03/H2809.pdf 

2）総務省統計局 人口推計結果の概要 統
計表 年齢（５歳階級）、男女別人口（平
成 28 年 5 月確定値、平成 28 年 10 月概
算値）
http://www.stat.go.jp/data/jinsui/pdf/20
1610.pdf 
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